
 

⾒ 本 
(様式第 2-1 号申出 21_4) 

〇〇年〇〇⽉〇〇⽇ 
 

 
 
国⽴研究開発法⼈ 国⽴がん研究センター 理事⻑ 殿 
 
 

提 供 依 頼 申 出 者 
（ 押 印 省 略 ） 

 
 
 

匿名化が⾏われた全国がん登録情報の提供について（申出） 
 

 

 

標記について、がん登録等の推進に関する法律（平成 25 年法律第 111 号）第 21 条第 4

項の規定に基づき、別紙のとおり匿名化が⾏われた全国がん登録情報の提供の申出を⾏い

ます。 

  

コメントの追加 [n1]: 消さないでください。 

コメントの追加 [n2]: ⻄暦和暦どちらでも可です。 
変更申出の場合は、⽇付をつけ⾜していきます。 
例）〇〇年〇〇⽉〇〇⽇ 
   〇〇年〇〇⽉〇〇⽇ 修正 

コメントの追加 [n3]: 所属機関がある場合は、⽒名の上
に記載します。 
記載する所属機関の記載は、本様式別紙の 3 利⽤者の
範囲欄の記載の所属機関と統⼀します。 
所属機関が複数ある場合は、主たる所属機関を記載し
てください。 
提供依頼申出者が、法⼈その他の団体の場合は、その
代表者を提供依頼申出者とします。 
複数の個⼈による申出の場合も、その代表者を提供依
頼申出者とします。 
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様式第 2-1 号申出 21_4 
 
1 申出に係る情報の名称  
 
  匿名化が⾏われた全国がん登録情報 
              
2 情報の利⽤⽬的 
 

ア 利⽤⽬的及び必要性   
  【利⽤⽬的】 
 
 
  【必要性】 
 
 

                ☐ 添付： 研究計画書等 
 
 
イ 倫理審査進捗状況   承認済 ・ その他 

 
 その他を選択した場合の理由：                       

  
 倫理審査委員会 名称 

          承認番号 
          承認年⽉⽇ 
 
3 提供依頼申出者及び利⽤者について 
 

ア 提供依頼申出者の情報 
・法⼈その他の団体が提供依頼申出者の場合 

代表者⽒名： 
法⼈その他の団体の名称： 
法⼈その他の団体の住所： 

 
・個⼈が提供依頼申出者である場合 

⽒名： 

別紙 コメントの追加 [n4]: 消さないでください。 

コメントの追加 [n5]: 固定 

コメントの追加 [n6]: 記載例（『全国がん登録 情報の提
供マニュアル』 第 8-2（2）表及び第 8-2（3）を参照
のこと。） 
利⽤⽬的 
調査研究の⽬的や意義をご記⼊ください。 
例）都道府県別の〇〇を集計し、□□を検討する。本
研究により□□の実態が明らかになることで、がん患
者を対象とした△△の対策につながる科学的根拠が得
られ、わが国のがん対策へ資することが期待される。 
必要性 
調査研究において、全国がん登録情報の利⽤がなぜ必
要なのかをご記⼊ください。 
例)⼀般公開情報[e-stat や院内がん登録全国集計等]に
は含まれない○○の集計を⾏うため、全国がん登録情
報が必要である。 

コメントの追加 [n7]: 添付必須、形式⾃由。当該研究計
画に対する倫理審査⽤の研究計画書の写しも可。 

コメントの追加 [n8]: 提供依頼申出者が法⼈等の場合、
当該法⼈等の代表者⽒名、名称及び住所を記載します。
提供依頼申出者が個⼈の場合、当該個⼈の⽣年⽉⽇及
び住所を記載します。 
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⽣年⽉⽇： 
住所： 

 
イ 利⽤者の範囲（⽒名、所属、職名） 

 ☐  添付：様式例第 2-3 号及び誓約書 
           ☐  添付：調査研究の⼀部を委託している場合は、委託契約書⼜は様

式例第 4-2 号 
 
⽒名 所属 職名 役割 
    
    
    

全ての利⽤者分、表を追加すること。 
 所属機関が複数ある場合は、すべての所属機関及び所属する機関における職名⼜は⽴場
を記載すること。 
 
4 利⽤する情報の範囲  
 

ア 診断年次  
 

 
 
イ 地域  

 
 
ウ がんの種類 

 
  
 
エ ⽣存確認情報（該当する⽅を囲むこと） 
 
要 ・ 不要 
 

①⽣存しているか死亡しているかの別     要 ・ 不要 
②⽣存を確認した直近の⽇⼜は死亡⽇     要 ・ 不要 
③死亡の原因                要 ・ 不要 

コメントの追加 [n9]: 添付必須。 

コメントの追加 [n10]: 個⼈の申出であって、所属機関
や職名のない場合は、「なし」と記載します。 

コメントの追加 [n11]: 「提供依頼申出者」、調査研究全
体の安全管理の責任を担う「統括利⽤責任者」、利⽤場
所が複数ある場合は各利⽤場所において情報の安全管
理の責任を担う「利⽤責任者」を必ず記載します（ど
の利⽤場所かを明確にすること）。 

コメントの追加 [n12]: 申出現時点で提供可能な診断年
次を記載します。 

コメントの追加 [n13]: 「全国」⼜は提供を希望する複
数の特定の都道府県名を記載します。 

コメントの追加 [n14]: ICD-10（国際疾病分類第 10 版）
⼜は、ICD-O-3（国際疾病分類腫瘍学第 3 版）の分類
で、提供を希望するがんの種類を特定して記載します。
例： 
膀胱癌（ICD-10 の C67 すべて） 

コメントの追加 [n15]: 2022 年時点で提供可能な⽣存確
認情報は、2016〜2019 年診断症例の 2019 年 12 ⽉ 31
⽇までの情報です。 
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オ 属性的範囲（性別・年齢） 

 
5 利⽤する登録情報及び調査研究⽅法 
 

ア 利⽤する登録情報  
必要な限度で別紙に○をつけること 

 
イ 調査研究⽅法 （具体的に記載すること） 

☐ 添付：集計表の様式案等 
 

※集計表の作成を⽬的とする調査研究の場合  
アで指定する登録情報等を利⽤して作成しようとしている集計表の様式案を添付する。  
 

※統計分析を⽬的とする調査研究の場合  
実施を予定している統計分析⼿法並びに当該分析におけるアで指定する登録情報等の関係
を具体的に記述する。 
 
6 利⽤期間 
   必要な限度の利⽤期間を記載すること 
 
7 利⽤場所、利⽤する環境、保管場所及び管理⽅法 
   利⽤者の安全管理措置に基づき、具体的に記載すること。 
 

ア 情報の利⽤場所 
   利⽤場所が複数ある場合は、すべて記載すること。 
 
 

イ 情報の利⽤場所の組織的、物理的及び技術的安全管理措置状況について 
  ＊については、措置している場合はチェックして、措置内容を具体的に記載。 

＊のないものについては必須措置である。 
 

（組織的） 
＊☐ 統括利⽤責任者は、個⼈情報の漏洩等の事故発⽣時の対応⼿順を、整備している。 

（具体的に記載） 
 

コメントの追加 [n16]: 主な属性 
 性別（男性のみ、⼥性のみ、両性別のいずれか） 
 年齢（16 歳未満、20 歳未満、40 歳未満、100 歳未満、
全年齢等）、当該研究の対象の範囲を記載します。原則、
5 歳階級での提供となります。 

コメントの追加 [n17]: 当該調査研究の中で、提供を希
望する登録情報がどのように使われるのかの関係性が
分かりやすく記載されていること。この関係性が不明
確の場合は「必要な限度」と判断されません。 

コメントの追加 [n18]: 様式第 2-1 申出別紙 

コメントの追加 [n19]: 実施を予定している統計分析⼿
法並びに当該分析におけるアで指定する登録情報等の
⾒解を具体的に記述します。 

コメントの追加 [n20]: 集計結果を公表する場合は提出
が必須です。具体的な公表イメージを作成してくださ
い。統計解析がメインであっても、図表等の公表イメ
ージの添付をお願いしております。（罹患者数等の集計
結果を公表する場合は添付必須） 

コメントの追加 [n21]: 利⽤期間の始期は、原則として
「情報の提供を受けた⽇」。終期は、調査研究及びその
成果の公表時期から逆算して必要⼗分な期間を設定し
ます。なお、利⽤期間に、予定している調査研究の成
果のすべての公表完了までを含みます。利⽤期間終了
後は、提供を受けた情報は廃棄し、報告します。 
原則として「情報の提供を受けた⽇から 5 年を経過し
た⽇の属する年の 12 ⽉ 31 ⽇」が最⻑とされます。具
体的な⽇付を記載してください。利⽤期間の詳細につ
いては、提供マニュアルをご参照ください。 

コメントの追加 [n22]: 『全国がん登録 利⽤者の安全管
理措置』を確認の上、以下の必要事項を記載します。
申出時に指定された安全管理措置が満たされる事が満
たされていないと書類は受理できません。 

コメントの追加 [n23]: 情報を取り扱う実際の環境を記
載します。 
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（物理的） 
＊☐ 個⼈情報の利⽤場所及び保存区画は、他の業務から独⽴した部屋である。 
＊☐ 利⽤責任者は、利⽤場所への⼊室を許可する者の範囲を明らかにしている。 
＊☐ 利⽤責任者は、利⽤場所の⼊退室時の⼿続きを明らかにしている。 
＊☐ 機器類（ﾌﾟﾘﾝﾀ、ｺﾋﾟｰ機、ｼｭﾚｯﾀﾞなど）は、他の業務と共⽤せず、利⽤場所内

に設置している。 
＊☐ 個⼈情報の保存区画の施錠は、前室と利⽤場所等、⼆重にしている。  

（具体的に記載） 
 
 

 
 
 

ウ 情報の利⽤時の電⼦計算機等の物理的及び技術的安全管理措置状況について 
（技術的） 
☐ システム管理者によって管理されている不正侵⼊検知・防御システム及びウイル

ス対策機能のあるルータで接続されたネットワーク環境を構築している。 
☐ 情報を取り扱う PC 及びサーバは、ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定を⾏っている。 
☐ ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを 8 桁以上に設定し、第三者が容易に推測できるものは避けている。 
☐ ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを定期的に変更し、以前設定したものの使い回しは避けている。 
☐ ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを第三者の⽬につくところにメモしたり、貼付したりしていない。 
☐ 外部ネットワークと接続する電⼦媒体（USB メモリ、CD-R など）を、情報を取

り扱う PC 等に接続する場合は、ウイルス等の不正なソフトウェアの混⼊がない
か、最新のウイルス定義パターンファイルを⽤いて確認している。 

☐ 情報を取り扱う PC 等は、安全管理上の脅威（盗難、破壊、破損）、環境上の脅
威（漏⽔、⽕災、停電）からの保護にも配慮している。 

（具体的に記載） 
 
 
 
 

 
＊☐ 個⼈情報を取り扱う PC 等は、スタンドアロン⼜は物理的若しくは論理的に外

コメントの追加 [n24]: 情報を取り扱う実際の環境を記
載します。 

コメントの追加 [n25]: 情報を取り扱う実際の環境を記
載します。 
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部ネットワークから独⽴した有線の環境である。 
＊☐ 個⼈情報を取り扱う PC 及びサーバは、⽣体認証と他の⽅法との組み合わせに

よる多要素認証としている。 
＊☐ 情報を取り扱う PC 及びサーバにチェーン固定等の盗難防⽌策を講じている。 

（具体的に記載） 
 
 
 
 

 
エ 情報、中間⽣成物及び成果物を保存する媒体の種類及びその保管場所並びに保管場

所の組織的、物理的及び技術的安全管理措置状況について 
（物理的） 
☐ 情報を含む電⼦媒体及び紙媒体を保管する鍵付きキャビネット等を整備している。 
☐ 情報を保存するロッカー、キャビネットは、施錠可能な利⽤場所に設置している。 

（具体的に記載） 
 
 
 
 

 
8 調査研究成果の公表⽅法及び公表予定時期 

複数の媒体で公表予定の場合は、公表予定時期を含めてすべて記載すること。 
 
9 情報等の利⽤後の処置 
 
 
 
10 その他 

事務担当者及び連絡先等を記載する。 
    他、必要事項があれば記載する。 
 
事務担当者及び連絡先 
⽒名：  
TEL： 
MAIL： 

コメントの追加 [n26]: 情報を取り扱う実際の環境を記
載します。 

コメントの追加 [n27]: 情報を取り扱う実際の環境を記
載します。 

コメントの追加 [n28]: 6 利⽤期間の記載内容と⽭盾し
ないこと。 
記載例： 
2023 年○⽉予定 ○○学会にて発表 
2023 年○⽉予定 ○○ガイドライン掲載、同時にウェ
ブサイトに掲載 
2022 年○⽉予定 論⽂公表予定 

コメントの追加 [n29]: 記載例： 
・コンピュータ内の情報及び中間⽣成物： PC 上の中
間⽣成物は速やかに削除する。 
・研究利⽤⽬的データ移送⽤の USB メモリ：専⽤ソフ
トウェアを利⽤した内容削除を⾏う。 
・試⾏的に作成した集計表や中間分析結果等の中間⽣
成物の印刷物：規格を満たす室内のシュレッダにて裁
断する。 
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住所： 


